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凸版印刷と 3dig、高解像実測データを活用し、 
高精細バーチャルヒューマン領域で協業開始 

AI が作り出すフォトリアルなバーチャルヒューマンで肖像権フリーのコンテンツ制作を実現 

 

凸版印刷株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：麿 秀晴、以下 凸版印刷）と株式会社

3dig（スリーディグ、本社：東京都港区、代表取締役：飯塚 岳人、以下 3dig）は高解像実測データを活

用し、高精細なバーチャルヒューマン領域で 2021 年 12 月より協業を開始します。 

本協業では、凸版印刷の持つ「トッパンバーチャルヒューマンラボ」（※1）内の「ライトステージ」（※2）を

用いて計測した高精度な人体に関する実測データを教師データ（※3）として、3dig の持つ AI によるバ

ーチャルヒューマンの自動生成システム「anma（アンマ）」に適用することで、フォトリアルなバーチャルヒュ

ーマンを作成。AI が生成した実在しない人物を用い、企業広告や動画コンテンツなどで肖像権フリーの

コンテンツ制作を実現します。 

 
高精細なバーチャルヒューマンのイメージ図 

■ 背景と狙い 

 近年、実在する人物をバーチャル化したアバターや、3DCG で制作されるバーチャルヒューマンを活用

した企業広告や各種動画コンテンツが注目を集めています。また、AI 技術の発展拡大に伴い、受付や

施設案内など、簡易業務でも活用され、バーチャルヒューマン関連技術は重要な技術の一つとして期待

されています。 

しかし、バーチャルヒューマンはこれまで、表情や動きの不自然さや、印刷物や高解像度ディスプレイ

では粗さが目立つなどの課題がありました。また人間に模した高解像度のものでは制作費用が高くなる

だけでなく、表情やしぐさが繊細になるに従って薄気味悪さを見る人に与えてしまういわゆる「不気味の

谷現象」といった課題がでてきました。一方で、実在する人物を起用すると、肖像権などの権利処理やそ

れに基づくコンテンツの管理で費用を要するだけでなく、起用した人物に問題が発生した場合、そのコン

テンツが使用できなくなるというリスクがあります。 

このような課題に対し、凸版印刷と 3dig は、AI が生成した実在しない人物を用い、肖像権フリーのコン

テンツ制作で協業を開始します。凸版印刷の持つ「トッパンバーチャルヒューマンラボ」内の「ライトステー

ジ」を用いて計測した高精度な人体に関する実測データと、3dig の持つ AI によるバーチャルヒューマン

の自動生成システム「anma」によって、フォトリアルなバーチャルヒューマンを安価に作成。AI が生成した

実在しない人物など、肖像権フリーのコンテンツを広告代理店や地方自治体などに提供することで、新

たなモデルエージェンシービジネスを目指します。 
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■ 本協業の具体的な内容 

（1）高解像実測データのデータセット化 

「トッパンバーチャルヒューマンラボ」内の「ライトステージ」を用いて、高精度な人体に関する実測デー

タを収集し、「人体情報プラットフォーム」上で管理・運用します。また蓄積したデータを教師データとして

活用するために、データの分類や適切な形式への加工など、実測データのデータセット化を行います。 

（2）フォトリアルなバーチャルヒューマンの作成 

AI によるバーチャルヒューマンの自動生成システム「anma」に、実測データからなる教師データを用い

ることで、「不気味の谷現象」を起こさず、ヒトの自然な表情やしぐさを再現したフォトリアルなバーチャル

ヒューマンを作成することが可能となります。 

 

■ 2 社の役割 

・凸版印刷 

2020 年に開設した「トッパンバーチャルヒューマンラボ」内に導入した「ライトステージ」を用いて人体を

精密に測定し、人体に関する各種実測データを蓄積。高セキュリティ下で管理・運用してきました。この

蓄積データを加工し、「人体情報プラットフォーム」上にデータセットを構築し、3dig へ提供します。 

また、3dig の提供する anma を活用し、肖像権フリーのバーチャルヒューマンを用いたコンテンツ制作

など、新たなモデルエージェンシービジネスを目指します。 

・3dig 

 これまで３DCG×ＡＩの分野で研究開発を行ってきた知見を活かして開発したバーチャルヒューマンの

自動生成システム「anma」に、凸版印刷が提供する高解像度実測データのデータセットを組み込むことで、

フォトリアルなバーチャルヒューマンの高品質化を実現します。「anma」を核とした、安価かつ高品質なバ

ーチャルヒューマンの生成プラットフォームのビジネスに取り組みます。 

3dig の URL: https://3dig.net/ 

 自動生成システム「anma」の URL：https://3dig.net/anma/ 

 

■ 今後の展開 

教師データを構築し、「人体情報プラットフォーム」上でのデータセット運用を 2022 年に開始。2022 年

4 月までに肖像権フリーでフォトリアルなバーチャルヒューマンを自動作成するプラットフォームを構築し、

広告業界や地方自治体に向けに提供することにより、2025 年度までに 10 億円の売上を目指します。 

 
※1 トッパンバーチャルヒューマンラボ 

顔計測データを始めとした、さまざまな人体情報データ活用に関する研究／用途開発を推進する施設として、2020 年 12 月 23

日に設立しました 

※2 ライトステージ 

南カリフォルニア大学（所在地：カリフォルニア州ロサンゼルス市、学長：キャロル・L・フォルト）が開発した、高精度の顔計測が可

能な装置 

※3 教師データ 

機械学習で学習に用いるデータセットのことで、「例題」と「正解」がペアになっている形式の学習データ 
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